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３ 

ッグデータの研究 発 の 目  
 

 田 科学 策研究 ） 
 

はじめに 
 、 ー の研究開発 、 業

・ ミ ・

者らは、 ッグデータ の り につい

て、 が 2012 年 3 発 した ー

の利 用 した研究開発 の

の でき 1)した。 

では、 ー ー ード

きた し、 の動き 、

ー の研究開発 上での 出

 
 
1. ッグデータとは か 
1.1. ッグデータとは 

ッグデータとは、 ずしも明確な定 はない

が、 大なデジタルデータの である。ここで

いうデータとは、どこか一 に集められたデー

タだけではなく、 ー ャル・ネットワーキン

グ・ ー ス SNS）などの に って 大化

した Web情報、インタ ネット上に される大

の写 や動画、セン ーが 出し 出した 大

な「 ノ」からの情報、スーパーコン ータな

どで生 される 大な

データなど様々な分

の様々な種 のデータが

として られる。

そのデータは、 的に

の では 理できない

どに増え、そして 化

している。 

ッグデータは、文書・

画 ・セン ーデータなど

のようなデータが大 を

めている。Facebookや

Twitter などの SNSの 用

大に え、大容 の

データの イト の

が増えており、日々、ネッ

ト上で 増しているから

である。また、あらゆる「

ノ」を Webにつなぎネット

ワーク化するという考え

方である「 ノのインターネット」 Internet of 

Things IOT）の 化と 展があり、これもデ

ータの 増を いている。  

に、データ の増 状 を す。最 、

タバイトレ ルのデータ が現れてきており、

それもここ 年、指 関 的に増 している。さ

らにこの いは 続しそうである。 

 

1.2. ッグデータが現れてきた 景 
 データ が 大になってきた 景としては、

Web データの 集が に はるかに容 にな

ったこと、デバイスからのデータ 集(

などからのデータ 集)や ノからのデータ 集

が容 になったこと、そして大 データを える

・ 理 の高 化が られる。 

まず、データ 集 であるが、Web 情報の 集

を として り上 る。 ーチエンジンンが 要

とする Web情報の 集は、1994年の ろまで

は主に 間による 業に していた。しかし、

Web の 的な によりその が見えてきた。

この 策として 場したのがクローラという

プログラ で、これにより、Web 上の文書や画

文 の まりから2003 までに、 は5E B の情報 を 出 しかし、 2010 には2 に5E B の情報 を 出

1 間に生成・ された ジ ル情報は2009 に0. 8Z B 、2010 に1. 2Z B 、2020 には3 5Z B に増 る う

G o o g l e の2011 の の は24P B 以上

2013 までにイン ーネ ト上のトラフ クは1 5E B から56E B に増 が 想される

会 の2011 の ー 23 5T B

の ー
規 情報

 
データ の増 状  

(出 参考文献 1,2）を基に科学 策研究 にて ) 
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などが周 的に 得され、自動的にデータ ース

(DB)に 集されるようになった。また、デバイス

や「 ノ」からのデータ 集に 要なセン ーと

通 機能の 化・低価 化の 展もデータ 集

の容 化を した。また、セン ーにより 集

等したデータを する通 ジ ールの低価

化が 展し、 者 も増 している。 

データの ・ 理 に関しては、 大なデー

タセットが分 理環境上の様々なコン ー

タ上に分 して されている状 でデータ

理を 的に行う として、最 Hadoop の

用が大きく り上 られている。Google の

MapReduce の仕 を ースに られた ープン

ースであるが、現 的な 用 における種々

の 題を 消す く多くの 用 が 用可能と

なっている。一方でリレー ルデータ ース

(RDB)は 20年 上もの最 化コンパイラ の

があり、現時 においては Hadoop と RDB は

状 にある。 

 うまでもなく ッグデータは大 のデータ

である。その 理のためには、大 のディスクと

大 のコン ータが 要になる。データも

の 出 が行 れないと時間がかかり過ぎてし

まうからである。 のコン ータにより

のディスク の アクセスができる環境を

することで、 出 の短 ができる。クラウド

が し、大 のディスクと大 のコン ータ

を に える手 となったことが、 ッグデータ

に 目が集まるようになった 景でもある。 

大 のデータの 集、 ・ 理が可能になり

つつある現 は、その大 のデータからいかにし

て価 を生 出し、新 業の 出や社会課題の

に るかが となって来ている。 ッグデー

タが 目される最も大きな理 はここにある。 

 
1.3. ッグデータの特  
 ッグデータが 来のデータと異なる には、

多 性、リアルタイ 性、多種性、データ構造、

正確さ・あいまいさなどが られる。 

(1) 多 性 

もしデータが大きいことが るだけなら、 ン

プリングによって さくして え いいが、それ

では結 、一部しか見ることができない、または

重要なものを とすかもしれないという懸念が

ある 3)。大きなデータの集合の中から、特 的な

パターンを発見したり、データの集合をある特

のグループに分 したりすることでデータから

知識を発 する 理として、データ イ ングが

ある。 ッグデータには、多 であるがゆえに、

よくある特 的なパターンと に、 なパターン

も まれているはずで、 しろ、この なパター

ンを発見することが 性的な価 出を生 の

かもしれない。 

 また、大 なデータは、別の テン ャルも内

している。 までの 理では一 的に、まず観

察し、内 する法 を「 」に とし で一

化し、この を うことで 理現象を 現してき

た。 え 行機の場合、まず流 の で

レー ンを行い、動きを 析した。しかし、さ

らに高 になったときには、その が り たな

くなる。 ッグデータの 析では、「 」に と

し 方法とは異なる方法で知識を抽出すると

も える。そのためにはより多くのデータがなけ

れ ならない。同じパターンが見つけられる

にデータが大きくなけれ ならないからである。 

(2) リアルタイ 性と多種性 

 デバイスや「 ノ」からのデータ 集が可能に

なることで、データがリアルタイ に され、

集されることになる。 

 また、様々なデバイスや様々な「 ノ」からの

多種 のデータ 集が可能になることは、その

集されるデータの が、 まで 上に かくな

り、要 との い情報の ができる。 

(3) データ構造 

 データは、その構造で ると構造化データと

構造化データに大別できる。構造化データは、業

務データなどを う 来の代 的なデータ ー

ス DB）であるリレー ルデータ ース(RDB

とする)に されて 理されるデータである。

一方、 構造化データは、文書、画 、セン ー

データなどの RDBに まらないデータであり、コ

ン ータの 用範 が がるにつれて、この

構造化データが増えてきている。 ッグデータは、

これら データ構造からなるが、現 から 来は

構造化データが大 を めるということにな

り、この が 来のデータ構造と 本的に異なる

目 である。 2） 

非 化
ー

化
ー

ー

ー な
を う の
的な であ

る に
されて され
る ー

文 、 、セン ー ー な
のR D B に まらない ー

非 化 ー が大 、
さらに増 の い

化 ー
が大

現

ー

非 化 ー化 ー

 
2 データの構造上の 化 

 



― 86―
3 

 

(4) 正確さ・あいまいさ 

 データ の増大とともにデータ中の 明確さ

やあいまいさが大きく増 している。データ 析

では、様々な 明確なデータを する 要があ

る。この は、 ッグデータ 析の とつの要

となりうる。 

 
2. の ッグデータ の り 1) 

はい く ッグデータに 目する

策を 出している。 バ の科学

策には 的に するイ アティ が つ

あり、 ッグデータはその一つとして づけら

れている。「 ッグデータ Big Data）」イ

アティ の内容は である。 

2.1. ッグデータ Big Data）イ アティ  
ッグデータの 活用を目的とした研究 発

イ アティ であり、このために新 に 2 ド

ル 上を じるとしている。ここでは、大 で

なデジタルデータから知識や 察を き出

す能 を高めることで、 の の課題 に

役 てることを目 としている。 、6 つの

機関 NSF、NIH、DOD、DARPA、DOE、USGS）が、

ッグデータを り うための ールや の

向上に向けた研究 資を行う。 の が目的と

して られている。 

· 大 なデータの 集、 、保 、 理、分析、

そして のために 要となる最 の 新

的 を させる 

· それらの を、科学工学における発見の さ

の ・ 安全保 の 化・ と学 の

容のために 用する 

· ッグデータ の 発とその 用に 要と

される労働 を増 する 

 

2.2. の主な研究 要と研究対象 
 主な内容を参考資料 1)から して す。 

NSF と NIH では、 ッグデータの科学工学の

展に向けた中 の研究 発が行な れる。

的には、大 ・多種 のデータセットの

理・分析・可 化・ 用な情報抽出の手 となる

中 の科学 の 展を 同で ートする。

NIH は、この中で、分子・ ・ 生理学・化

学・動 ・ 学・ ・ や に関 するデ

ータセットのイ ージングに関心を いている。 

NSF は、 の中 発に え、データか

ら知識を き出す新しい方法、データを 理し、

キ レートし、コ ティ するイン ラ

ストラクチャ、 や 発 、新アプローチ

を めた 合的で 的な を 明している。

的には、データを情報に える 3つの な

アプローチである「機 学 」「クラウド Cloud） 

コン ーティング」「クラウド Crowd） ー

ング」を 合する研究に対しカル ル ア大

学バークレイ を とするプロジ クトに

ンディングする。 

DoD は、Data to Decisions イ アティ と

け、 プログラ を 始している。 的に

は、新しい方法で大 のデータを 用し、自ら

して意 定ができる 全な自 的 ステ

を るため、セン ング・知 ・意 定 な

どの要 を結 つける、 や分析者を し、

レー ンを高 に ートできるように

状 認識機能を するを ている。 え 、

分析者が 意の 語のテキストから情報を 出

すための能 を 100 することを目指す。ま

た、分析者が観察可能な、 ジ クト ・活動

・イ ント を同様の で するとある。 

DARPA では、 構造化データ え 、 ・リ

レー ル・カテ リ・ タデータなど）や

構造化データ え 、テキスト文書・通 文の

トラ ィックなど）の 方から る大 のデータ

を 析するための、計 手法や トウ ア ー

ルを 発する。分 データストア内の 全なデ

ータを 理するスケーラ ルアル リ の

発、多様な ッ ンに じて にカスタ イ

可能な ジ アルリー ングを容 にする

間とコン ータ間の 果的なインタラク

ン ールの などがある。 

NIH は、 の NSF と 同の中 発の他

に、クラウド上で 用可能な 1,000 ノ プロジ

クトの を行う。 

DoE は、SDAV 研究 を する。この研究

は、ローレンスバークレイ 研究 がリードす

る で、6 つの 研究 と 7 つの大学の 門知

識をとりまとめる。その ールは、科学者が、デ

ータ 理や可 化を容 に行えるような新しく

された ールを 発することで、データの

理・ 析・可 化の 3 域における 的な リ

ー ンを 発・配 し、その 用を通して

分 の科学者を する。 

 

2.3. その他の 目す き  
ッグデータを、インターネット同様、新たな

パラ イ 出に 与しうる科学 と なし、

様々な 域に に大きい影響を与えるものと

とらえている。また、「可 化 」「クラウド

コン ーティングとの関 」「 の配

慮」「 業 およ 大学の 的参画」「データ

用」なども重 しており、 同 業を する

ための や計 パワーの などの 策

の配慮も見える。 
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可能な ジ アルリー ングを容 にする

間とコン ータ間の 果的なインタラク

ン ールの などがある。 

NIH は、 の NSF と 同の中 発の他

に、クラウド上で 用可能な 1,000 ノ プロジ

クトの を行う。 

DoE は、SDAV 研究 を する。この研究

は、ローレンスバークレイ 研究 がリードす

る で、6 つの 研究 と 7 つの大学の 門知

識をとりまとめる。その ールは、科学者が、デ

ータ 理や可 化を容 に行えるような新しく

された ールを 発することで、データの

理・ 析・可 化の 3 域における 的な リ

ー ンを 発・配 し、その 用を通して

分 の科学者を する。 

 

2.3. その他の 目す き  
ッグデータを、インターネット同様、新たな

パラ イ 出に 与しうる科学 と なし、

様々な 域に に大きい影響を与えるものと

とらえている。また、「可 化 」「クラウド

コン ーティングとの関 」「 の配

慮」「 業 およ 大学の 的参画」「データ

用」なども重 しており、 同 業を する

ための や計 パワーの などの 策

の配慮も見える。 

 

 
 

3. ッグデータの研究 発 の 目  
ッグデータの特 や の り を

参考に、 ッグデータに関 る研究 発を す

る上で考慮す き 目 を抽出する。 
3.1. 可 化して「価 」を 出する 

ッグデータから価 を 出するためには、多

くの課題を 合的に していくことが望まれ

るが、その中でも最大の イントを ると

したら可 化ではないかと考えられる。 析と可

化が な関 になっており、可 化に結 つ

かない 理は価 の 出につながりにくい。可

化して「知を抽出」し、その の「価 の 出」

の行動に結 つけることが重要であり、この

がイノ ー ンの源 であると考えられる

3）。 のイ アティ では、 NSF と NIH、

DARPA、NIH、DoE の研究テー には可 化が り

まれており、その重要性を十分に認識している。 

 
3.2. データがすでにあるという  

ッグデータとその 析について、「集めたも

ので、多くの に、 ） 用される」「手に

るデータで か 意なことをしようというアプ

ローチが ッグデータの基本」3)という指 があ

る。 せ 、 来は、目的に合ったデータを

集し、それを 析していたと えるだろう。 大

なデータがすでにあり、これを 析して価 を

出するというアプローチは、 までにはない新し

い 目す き と えよう。 

 
3.3. データの構造 化に する 理

 2に したように ッグデータは 構造デ

ータが大 を め、 も指 関 的に増 する

ことは確 である。 構造化データは、 業で

え 、社内の内部情報よりも社外から得られるデ

ータであろう。社内での構造化データと社外の

構造化データとを ッ アップして リ ー

ンを ることにより、 ー をより り

れた リ ー ンが 発される。これは、

業に らず、研究機関、 における ッグデー

タ対 にも通じる。いかにして社会の情報を内部

活用するかが、 の研究 発の大きな 目 と

える。 したが、DARPA も 構造化データ

の 析を ている。 
 
3.4. データインテン ・データドリ ン対  
 最 、データインテン 、データドリ ンと

いう用語がよく見られる。 にデータに を合

せた 理・対 であり、計 インテン 理

に え正に 要とされてきている。 のイ

アティ 上で、NSF の Subra Suresh 
は、「 の科学者は、この新しい「データドリ

ン 」によって生じた機会をしっかりととら

えて しい。現 行っている研究は、新しい事業

のための ならしとなり、 10 年 の の

の基 化につながるだろう」と ている。 
 
3.5. その他の 目  

時間的観 から え 、 ッグデータの特 で

あるデータ のリアルタイ 化に い、 時

理によって、出 や ィードバックをすることが

重 されることになる。また、得られるデータの

が 化できることを 用すると、より か

いセグ ントに向けた や ー スも で

きるようになる。 

 

3.6. 意  
 データの 用に向けた、コ ティでのデー

タの や交 のための 化には意 がある。

データのイン ート、エクス ート、結合、理

をより容 にし、データの 用を す。分

合の研究もより容 になる 4)。 

 ッグデータの 論においては、 情報やセ

キ リティなどの す き課題も多い。 集さ

れたデータから 々 の識別や行動が特定され

ない配慮や 意 い活用が重要である。「データ

の 活用に関して、法を し 業が ッグデー

タの 活用に することのない状 を れ

画 的なアイディアが 出する」との意見もある。 
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